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男女共同参画に関するアンケート調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ご協力のお願い 

 
市民の皆様には、日頃から住みよいまちづくりにご協力を賜り、お礼申し上げます。 

豊橋市では「豊橋市男女共同参画行動計画（平成１４年度策定。計画推進期間１０年）」

に基づき男女がそれぞれの個性と能力を十分に発揮し、いきいきと暮らすことのできる男

女共同参画社会の実現をめざして様々な事業を行っています。この調査は、社会情勢の変

化に対応した効果的な事業を行うための資料として、また次期豊橋市男女共同参画行動計

画策定（平成２５年 4 月予定）の基礎資料として、豊橋市の男女共同参画の現状や市民

の皆様の考えをお聞きするものです。 

調査実施にあたり、市内在住で２０歳以上の方の中から無作為に３，０００人を選ばせ

ていただきました。皆様にはお忙しいところ誠にお手数ですが、調査にご協力いただきま

すようお願い申し上げます。 

調査の結果は、８月下旬までに取りまとめ、豊橋市のホームページに掲載するほか、市

民協働推進課などの窓口で閲覧できるようにする予定です。なお、この調査は無記名でご

回答いただき、調査結果は統計的に処理いたしますので、個別の回答等を公表してご迷惑

をおかけすることはありません。 
 

平成２３年６月 
豊橋市長  佐原 光一 

ご記入に際してのお願い 
 
１．回答は、封筒のあて名の方がご記入ください。 

２．番号を○印で囲んでください。 

３．質問によっては、回答していただく方が限られる場合がありますので、案内にそって

お答えください。 

４．記入後は、無記名のまま同封の返信用封筒に入れて、７月１日（金）までに郵便ポス

トへ投函して下さい（切手は不要です）。なお、調査票の集計は業者が行いますが、

調査結果は行動計画に関する資料として使用し、他には転用いたしません。 

５．この調査についてのお問合せは、下記までお願いします。 
 

豊橋市文化市民部市民協働推進課（電話〈０５３２〉５１－２１８８）

 73 

＜あなた自身のことについて（平成２３年６月１日現在）＞ 
 
※アンケートを統計的に分析するために、必ずご記入ください。 
 
Ａ．性別 
 
 
 
 
Ｂ．年齢 
 
 
 
  
 
 
Ｃ．職業 

自営業・自由業 会社・組織へ勤務 無職・学生 

１．農林漁業 
２．商・工・サービスの自営業主

３．自由業（作家、芸術家など）

４．上記「１～３」の家族従業者

５．正社員・正職員 
６．派遣・契約社員 
７．パートタイム・アルバイト

８．内職・在宅就業 
９．その他（      ）

１０．専業主婦・専業主夫 

１１．学生 

１２．その他（年金生活者、失

業中の方など） 
 
 
Ｄ．配偶者はいますか。 
 
 
 
 
《Ｄの質問で「１．いる（事実婚や別居中を含む）」と答えた方にお聞きします。》 
Ｅ．共働きをしていますか。 
 
 
 
 
Ｇ．あなたの世帯の家族構成はどれに該当しますか。 

１．一人暮らし 

２．夫婦のみ（一世代家族） 

３．親と子（二世代家族） 

４．親と子と孫（三世代家族） 

５．その他（具体的に：                ）

 
 
 

１．男性      ２．女性

１．２０代     ４．５０代 
２．３０代     ５．６０代以上 
３．４０代 

１．いる（事実婚や別居中を含む）   ２．いない（死別や離婚を含む）

１．している        ２．していない 
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＜男女の平等感について＞ 
  
《全員にお聞きします。》 
問１．社会全体でみた場合は、男女の地位は平等になっていると思いますか。 

次の中からあてはまるものを１つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《全員にお聞きします。》 
問２．各場面および分野における男女の地位は平等になっていると思いますか。 

Ａ～Ｆのそれぞれの項目について各１つずつ選んでください。 
  男性の方が

非常に優遇

されている 

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている 

平等である どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている 

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない

Ａ．家庭 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｂ．職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｃ．学校 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
場

面 

Ｄ．地域 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｅ．法律や制度 １ ２ ３ ４ ５ ６ 分

野 Ｆ．しきたりや習慣 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
 
 
＜男女の意思決定について＞ 
 
《全員にお聞きします。》 
問３．次の場面で男女どちらの意見が反映されているとおもいますか？ 

次の中からあてはまるものを１つ選んでください。 
     男性の意見が 

反映されている 
男女両方の意見が

反映されている 
女性の意見が 
反映されている わからない 

家庭で １ ２ ３ ４ 

職場で １ ２ ３ ４ 

地域社会で １ ２ ３ ４ 
 
 
 
 

１．男性の方が非常に優遇されている 
２．どちらかといえば男性の方が優遇されている 
３．平等である 
４．どちらかといえば女性の方が優遇されている 
５．女性の方が非常に優遇されている 
６．わからない 
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《全員にお聞きします。》 
問４．男女が協力して意思決定を行えるようにするためには、どうしたら良いと思い 

ますか。次の中から選んでください。（複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜家庭・仕事・地域活動のバランスについて＞ 
 
《全員にお聞きします。》 
問５．あなたの家庭では、次にあげる項目について、主にだれが担っていますか。 

Ａ～Ｆについて各１つずつ選んでください。 
     主として 

男性 
主として 
女性 

男性と女性が

平等に分担 
その他の人 家族全員 該当しない

Ａ．家計の収入 １ ２ ３ ４ ５ ― 

Ｂ．掃除 １ ２ ３ ４ ５ ― 

Ｃ．洗濯 １ ２ ３ ４ ５ ― 

Ｄ．食事のしたく １ ２ ３ ４ ５ ― 

Ｅ．食事の後片付け １ ２ ３ ４ ５ ― 

Ｆ．ごみ出し １ ２ ３ ４ ５ ― 

Ｇ．育児 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｈ．看病や介護 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
Ｉ．地域活動 

（自治会など） １ ２ ３ ４ ５ ― 

 
《全員にお聞きします。》 
問６．あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどのように思いますか。 

次の中からあてはまるものを１つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 

１．そう思う 
２．どちらかといえばそう思う 
３．どちらともいえない 
４．どちらかといえばそうは思わない 
５．そうは思わない

１．家庭・職場・地域における固定的な性別役割分担、性差別意識の解消 
２．男性中心の進め方を改める 
３．女性中心の進め方を改める 
４．男性の能力開発の機会を増やす 
５．女性の能力開発の機会を増やす 
６．男性の問題意識や情報を共有する仲間づくり 
７．女性の問題意識や情報を共有する仲間づくり 
８．男性と女性が協力し合う意識を高める 
９．その他（具体的に：                              ）

１０．わからない
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《全員にお聞きします。》 
問７．あなたは、男性と女性の仕事と家事・育児の分担についてどう思いますか。 

次の中からあてはまるものを１つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《全員にお聞きします。》 
問８．あなたは、男性が育児や介護で休みをとることについて、どのように思い 

ますか。次の中からあてはまるものを１つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《全員にお聞きします。》 
問９．育児や介護で休みをとる男性が少ない現状にありますが、その理由は何だ 

と思いますか。次の中から選んでください（複数回答可）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．積極的にとったほうがよい 
２．どちらかというと、とったほうがよい 
３．どちらかというと、とる必要はない 
４．とる必要はない 
５．わからない 

１．職場の理解が得られない 
２．昇進や昇給に影響する恐れがある 
３．取得後の職場復帰への不安がある 
４．仕事の量や責任が大きい 
５．休業補償が充分ではなく、家計に影響する 
６．女性のほうが育児・介護に向いている 
７．男性自身の気持ち（恥ずかしい、プライドが邪魔するなど） 
８．その他 （                                 ） 
９．わからない 

１．結婚をしたら、男性は仕事をやめて家事育児をするのがよい 
２．結婚をしたら、女性は仕事をやめて家事育児をするのがよい 
３．子どもができたら、男性は仕事をやめて家事育児をするのがよい 
４．子どもができたら、女性は仕事をやめて家事育児をするのがよい 
５．男性も女性も子どもができても、ずっと仕事を続けるのがよい 
６．わからない 
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《全員にお聞きします。》 
問１０．結婚や出産を機に仕事をやめる女性がいますが、その理由は何だ 

と思いますか。次の中から主なものを２つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《全員にお聞きします。》 
問１１．あなたは、現在、地域のどのような活動に参加していますか。 

次の中から選んでください（複数選択可）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《全員にお聞きします。》 
問１２．あなたは、地域活動が活発になるためには、何が必要だと思いますか。 

次の中から選んでください（複数回答可）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．家事や育児との両立がむずかしい 
２．家族の協力や理解が得られない 
３．育児休業や介護休業などの制度が不十分である 
４．企業が結婚・出産した女性をきらう傾向がある 
５．企業が責任ある仕事を女性に任せない 
６．男性に比べて賃金が安く、職種も限られている 
７．保育施設の数や内容が十分でない 
８．高齢者などの介護との両立がむずかしい 
９．女性自身に職業に対する熱意や積極性が不足している 

１０．その他（具体的に：                               ）

１１．わからない 

１．住民の間で親睦を深める活動 
２．子どもの支援にかかわる活動 
３．高齢者の支援にかかわる活動 
４．女性の支援にかかわる活動 
５．環境美化活動 
６．防災活動 
７．その他（具体的に：                             ） 
８．参加していない 

１．固定的性別役割分担意識の解消 
２．女性リーダーの育成・登用 
３．男性または女性が自らまちづくりを行う意識改革 
４．様々な年代の意見を取り入れた事業の企画・運営 
５．男女共同参画に取り組む団体への支援 
６．わからない 
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《全員にお聞きします。》 
問１３．家庭生活・仕事・地域活動の関係について、現在の状況では、あなたは 

どれに該当しますか。次の中からあてはまるものを１つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《全員にお聞きします。》 
問１４．家庭生活・仕事・地域活動の関係について、あなたの希望はどれに 

該当しますか。次の中からあてはまるものを１つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜子どもへの男女共同参画教育について＞ 
 
 
 
《全員にお聞きします。》 
問１５．あなたは、子育てについてどのような考えをお持ちですか。 

次の中からあてはまるものを１つ選んでください。 
 
 
 

 
 
 
 
 

１．「家庭生活」を優先したい 
２．「仕事」を優先したい 
３．「地域活動」を優先したい 
４．「家庭生活」と「仕事」をともに優先したい 
５．「家庭生活」と「地域活動」をともに優先したい 
６．「仕事」と「地域活動」をともに優先したい 
７．「家庭生活」と「仕事」と「地域活動」をすべて優先したい 
８．わからない 

１．「家庭生活」を優先している 
２．「仕事」を優先している 
３．「地域活動」を優先している 
４．「家庭生活」と「仕事」をともに優先している 
５．「家庭生活」と「地域活動」をともに優先している 
６．「仕事」と「地域活動」をともに優先している 
７．「家庭生活」と「仕事」と「地域活動」をすべて優先している 
８．わからない 

１．男の子らしさ、女の子らしさにとらわれず、個性（その子らしさ）を尊重するのがよい 
２．男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てるのがよい 
３．その他（具体的に：                              ）

４．わからない 
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《全員にお聞きします。》 
問１６．男女平等の人間関係をつくるために、学校教育の場で何が必要と思いますか。 

次の中から主なものを２つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜高齢化・福祉について＞ 
 
 
《全員にお聞きします。》 
問１７．あなたは、自分の老後について、不安を感じていますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《問１７で「１．はい」と答えた方にお聞きします。》 
問１７－１．それは、どのような不安ですか。次の中から主なものを２つ選んで 

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．生活費のこと             ６．話し相手がいないこと 
２．自分や配偶者の健康のこと       ７．就労の機会が減ること 
３．住宅のこと              ８．適当な趣味がないこと 
４．配偶者に先立たれること        ９．その他 
５．面倒を見てくれる身寄りがいないこと   （具体的に：             ）

１．はい             ２．いいえ 

１．男女の平等と相互の理解や協力についての学習を充実する 
２．進路指導において、男女の別なく能力を生かせるよう配慮する 
３．教員の男女平等意識が高まるよう研修会を実施する 
４．管理職（校長や教頭）に女性を増やしていく 
５．出席簿の順番など、男女を分ける習慣をなくす 
６．学級委員などの選出で、会長・委員長は男子、副会長・副委員長は女子といった性別役割

分担意識をなくす 
７．その他（具体的に：                              ）

８．わからない
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＜配偶者等からの暴力について＞ 
 
 
《全員にお聞きします。》 
問１８．あなたは、これまでにあなたの夫または妻や恋人から、次のようなことを 

された経験がありますか。次の中からあてはまるものを選んでください。 
（複数回答可） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《問１８の質問で、１から９を選んだ方にお聞きします。》 
問１９．あなたは、これまでに配偶者や交際相手から受けた行為について、だれかに 

打ち明けたり、相談したりしましたか。次の中からあてはまるものを選んで 
ください。（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．命の危険を感じるくらいの暴行をうけたことがある 
２．医師の治療が必要となる程度の暴行をうけたことがある 
３．いやがっているのに性的行為を強要されたことがある 
４．見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せられたことがある 
５．何を言っても無視され続けたことがある 
６．交友関係や電話を細かく監視されたことがある 
７．「だれのおかげで生活できるんだ」とか「かいしょうなし」などと言われたことがある 
８．大声でどなられたり、暴言を吐かれたりすることがある 
９．生活費をわたされないなど、経済的におさえつけられたことがある 

１０．今までなかった。 

１．家族に相談した 
２．友人・知人に相談した 
３．行政機関（パープルダイヤル、愛知県女性相談センター、豊橋市男女共同参画センター 

の女性相談、福祉事務所、保健所、法務局など） 
４．警察に連絡・相談した 
５．弁護士に相談した 
６．医師に相談した 
７．民間のカウンセリングルームに相談した 
８．その他（具体的に：                           ） 
９．だれにも相談しなかった 
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《問１９で、「９．だれにも相談しなかった」と答えた方におたずねします》 
問２０．だれにも相談しなかったのは、なぜですか。その理由をお答えください。 
    （複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《全員にお聞きします》 
問２１．男女間における暴力を防止するためには、どのようなことが必要だと思い 

ますか。次の中からあてはまるものを選んでください（複数回答可）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜豊橋市男女共同参画センター（旧 豊橋市女性会館）「パルモ」について＞ 
 
 
《全員にお聞きします。》 
問２２．あなたは、豊橋市男女共同参画センター（旧 豊橋市女性会館）「パルモ」 

を利用したことがありますか。 
 
 
 

１．どこ（だれ）に相談してよいのか分からなかったから 
２．恥ずかしくてだれにも言えなかったから 
３．相談してもむだだと思ったから 
４．相談したことがわかると、仕返しをうけたり、もっとひどい暴力をうけたりすると思った

から 
５．相談をした相手の言動によりかえって不快な思いをすると思ったから 
６．自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 
７．世間体が悪いから 
８．他人を巻き込みたくなかったから 
９．そのことについて思い出したくなかったから 

１０．自分にも悪いところがあると思ったから 
１１．相談するほどのことでもないと思ったから 

１．はい           ２．いいえ 

１．家庭で保護者が子どもに対し、暴力を防止するための教育を行う 
２．学校・大学で児童・生徒・学生に対し、暴力を防止するための教育を行う 
３．地域で、暴力を防止するための研修会、イベントなどを行う 
４．メディアを活用して、広報・啓発活動を積極的に行う 
５．被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす 
６．警察や医療関係者などに対し、研修や啓発を行う 
７．暴力をふるったことのある者に対し、二度と繰り返さないための教育を行う 
８．加害者への罰則を強化する 
９．暴力を助長するおそれのある情報（雑誌、コンピューターソフトなど）を規制する 

１０．その他（具体的に                             ） 
１１．わからない                          
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《問２２で「１．はい」と答えた方にお聞きします。》 
問２２－１．今後、男女ともに利用できるセンターの事業として、豊橋市男女共同 

参画センターに何を充実してほしいと思いますか。次の中からあて 
はまるものを選んでください（複数回答可）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《問２２で「２．いいえ」と答えた方にお聞きします。》 
問２２－２．豊橋市男女共同参画センターを利用したことがない理由を次の中から 

あてはまるものを選んでください。（複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜男女共同参画社会について＞ 
 
《全員にお聞きします。》 
問２３．あなたは、次の用語についてご存知ですか。次の中からあてはまるものを 

選んでください。（複数回答可）。 
項   目 内容を知って 

いる 
言葉は 

知っている 知らない 

男女共同参画社会基本法 １ ２ ３ 

豊橋市男女共同参画推進条例 １ ２ ３ 

仕事と生活の調和 
（ワークライフバランス） １ ２ ３ 

配偶者からの暴力の防止及び被害者

の保護に関する法律（ＤＶ防止法） １ ２ ３ 

 

１． 女性のための講座 
２． 男性のための講座 
３．家族が一緒に参加できる催し物・講座 
４．事業の企画・運営などを市民とともに行う市民参画型の講座 
５．特定のテーマを幅広く学ぶための短期講座（１～３回） 
６．特定のテーマを専門的に学ぶための長期講座 
７．情報の収集・発信、図書の内容 
８．その他（具体的に：                         ） 
９．特になし 

１． 交通が不便 
２．会議室などの利用使用料が高い 
３．会議室などの利用申込み期間が短い 
４．女性向けの施設だと思うから 
５．豊橋市男女共同参画センターについてよくわからない 
６．特になし 

 83 

《全員にお聞きします。》 
問２４．あなたは、男女共同参画社会の実現のために、行政（国・県・市）はどんな 

ことに力を入れたらよいと思いますか。次の中から主なものを３つ選んで 
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 男女共同参画に関して、ご意見がございましたらお聞かせください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質問は、以上です。長時間にわたりご協力ありがとうございました。 
 

この調査用紙は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、 
７月１日（月）までに郵便ポストへ投函して下さい。 

１．男女平等を目指した法律・制度の制定や見直しを行う 
２．女性を政策決定の場に積極的に登用する 
３．各種団体の女性のリーダーを養成する 
４．職場における男女の均等な取り扱いについて周知啓発を行う 
５．女性の採用拡大や職域拡大を進める 
６．男女がともに多様な働き方を選択できる環境を整備する 
７．保育の施設・サービスや高齢者等の施設・介護サービスを充実する 
８．学校教育や社会教育・生涯学習の場で男女の平等と相互の理解や協力についての学習を 

充実する 
９．女性の生き方に関する情報提供や交流・教育の場を充実する 

１０．悩みや問題解決を助ける相談サービスを充実する 
１１．各国の女性との交流や情報提供などの国際交流を推進する 
１２．広報誌やパンフレットなどによる男女の平等と相互の理解や協力についてＰＲする 
１３．その他（具体的に：                               ）

１４．特にない


